





























じられてこなかった。 の家と血、そしてその血の発露としての好色の問題を論じる上で重要な研究が進んでいない である。内大臣に至っては、どのように関白 や 好色と関わっているのか、物語全体を通して論じた研究はこれまでになかった。　
本稿ではこの関白家と血、好色の問題に焦点を絞り、血の発露
としての好色がいかに家 結びつき 男性を規定し、苦悩させていくのかを、内大臣を通して明らかにする。王朝物語の好色は時代が下るにつれ 風流から切り離さ 陳腐 ものになっ いくが、その原因は新奇性の追求や物語の質の悪化というところだけ
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社会はこの家の集合体と考えられていた。中世の家は私的なものであるだけでなく、公、共同体 密接に結びつくも であった。ゆえに個々人の司や位 上昇と もに家の永続と繁栄に努めることは、家の構成員に課された、家と社会両方への義務でもあった。しかもこ 家の興隆は、序列を固定された社会の中 追求されるものであった。十二世紀半ばに成立した嫡子、あるいは嫡孫の概念、そして「摂籙之 」 （ 『玉葉』 ）などの家格の概念が、個人、とくに男性を規定し、その人生を決定していたのである。一方で、父子継承の流れから外れた女性たち 地位は下がり、前時代に比べ 母 血筋や身分がその子の地位 影響を与えるこ は少なくなっていた。　
序列化硬直化した家社会と、中央の強権化、そしてその解体に























を批判する。ただし、単に潔癖な女性として男たちの好色性を批判しているのではない。女右大将は家の存続と繁栄という使命を担わされた人物である。そもそも彼女は後継者を求める父の祈りの下で生まれた存在 あった 男装や妻と 探し いう行為も、父 ある太政大臣（当時は左大臣）の望み、 「大臣の御言こと
（巻一、
五〇頁） 」を受けて為される行為である。父に愛され
てはいるものの その強い期待を背負 女右大将は、父によって、女性という性を家の存続の役に立たないものとして抑圧され、 「人に似ぬまじらひ（同上） 」をさせられる いう苦悩を背負わさ ている。女右大将は、家の存続と繁栄という期待を背負わされた男性としての苦悩 、男性より価値の劣 ものとして否定され、家や家長の望むままに翻弄される女性としての苦悩が混在した人物なのだ。そう た人物の目に 関白と内大臣の好色は、太政大臣の と血の競争相手である関白 家と血を象徴するもの ま 女性たちを蹂躙し無意味なものとする家 社会の徴として映る。　
関白家の好色は、血によって受け継がれるものであり それに
属する男性登場人物の血筋と家を証明し くものである。またそれは太政大臣家、特に女右大将に欠如する 子孫を作る いう家の存続や繁栄を生み出す能力でもある。ゆえに 好色は嫌悪さ
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れるべきものとして貶められる。そして、関白の好色自体が継子（関白と対の上）や義妹かつ人妻（内大臣と対の上）といった家の存続や繁栄から逸脱する「不義」の方向にも発揮されることによって、好色はむしろ関白家の劣位を象徴するものとなる。太政大臣家の脅威ではなくなるのだ。また、本来ならば家 繁栄において無意味であるはずの、好色によって蹂躙される女性同士に結ばれる心の結びつき き が称揚されることになり、男女の間の心の結びつきは無価値なものとされ 。　
関白家とその血の、そして家自体の象徴としての好色は、関白












を象徴して、娘の入内の可能性を潰し、家の繁栄を危うくしてしまう。とはいえ これは従来の好色のあり方でもあった。 『源氏物語』の癖 しての好色を論じた秋山虔
氏注７
によれば、 「現実の世

























臣は卑小な存在でありつつも、女右大将─女性であるために、男系の嫡子を作ることも、女性に関心を持つことも出来ない─、そして太政大臣家を脅かす存在なのである。 『在明の別』において、それは重大な問題であった。ゆえに、卑小な存在であるはず 内大臣は、女右 将と執拗に比較され 非難され のである。　
ところで、女右大将と内大臣の人物造型は、 『今とりかへばや』
の女主人公と宰相中将のそれの影響を受ける。しか 没個性的な人物として登場する『在明 別』 内大臣に比べ 『今とりかへばや』の宰相中将は主人公格とも言える扱いで丁寧に描写される。ここで注目されるのは、中でも宰相中将の美質が丹念に描れている と ある。美質が記述されるということは、宰相中将が読者の共感や好意を得るに足りる 主人公の相手 相応しい人物として位置づけられてい ということであ 。宰 中将 意
味のある存在なのだ。実際、宰相中将は『在明の別』の内大臣とは異なり、男性同士 親友として、そして恋人として、女主人公にとって重要な意味を持つ存在 描かれる。　
一方、 『在明の別』の女右大将と内大臣の対立は深刻である。




であった。二人は同腹兄弟であり、仲も良く、共に兄弟の中でもとくに父に大切にされた者たち った。しかしそれは裏を返すと、共に兄弟の筆頭格であるが めに、摂政という 業を巡ってはどちらが優位になるとも言えない、 いう緊張のある関係だったとも言える。それが太政大臣と関白の両者の間では仲の良さで覆い隠されてい ため 、子どもたちの世代で噴出す のである。そして兄弟、あ いは両家 優劣の差が余りも小さいために、かえってその差異を強調しなければ太政大臣家が優位に立て
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ないのであった。特異で特別な存在である女右大将と没個性的で凡庸 内大臣という極端な優劣が描かれ、かつ比較され女右大将の優位性を強調し続けなければならないのは そのためである。女右大将の潔癖さと内大臣の好色性は個人の問題 はなく、家の問題であるのだ。　
女右大将は内大臣本人を批判するのみならず、内大臣の想い人
たちの心を女性として 共感によって捉えること、あるい その猥雑さを非難するこ によって、内大臣に対抗する。三条の女─内大臣に飽きられたことを誤魔化される女性─に対しては 慰めと警告の言葉、歌を贈り、そ 心を懐柔して返歌を得ることに成功する。また、老いた夫を持つ中務卿宮北の方に対しては、内大臣に積極的であるその好色ぶりを厳しく批判する。女右 将がの上を「妻」 し、心を通わした際には「さばかり色なる三位中将（内大 ）に知らせたらば、 かばか 心惑は ん（巻一、八六頁） 」と、地の文が二人の間にある対抗意識 指摘し 。その対の上のもとへ、内大臣が強引 密通 、対 上と女右大将の心が余りにも通じてい ため 対の上は内大臣への返歌を拒絶する であった。対の上 女右 将のきずなに が挑戦して敗北し、かえってそのきずなの強固さを証明してしまうのは、関白が今 の方と対の上のきずなに対 てしたことと同じ
である。ただし、内大臣の物語では家の中の人間関係だけでなく、家同士の優劣が問われている。　
実のところ女性としての、という点を置くと、共感し共感させ
る力は従来 好色者 ものであった。 「相手の女をそ 魂の次元から引き寄せることのできる男の魅力」が男性の好色にはあるだ、という鈴木日出男氏 指摘があ
る注８
。ところが、 『在明の別』






































の欠如を想起させよう。この和歌の才は『古今和歌集』 両序ではより明確に、好色と結びつけられてい 。しかし好色者の弄びものになるまで 衰退した、という否定的な意味である。内大臣は文学においてありがちな、好色者の否定的な人物造型に沿うような人物造型が されている。ただし、そ からは「體貌閑麗」が抜け落ちている。内大臣はより徹底的に、否定される好色者として描かれているのだ　
加えて、内大臣の好色の物語は明らかに先行作品の好色な人物









































白が太政大臣から摂関の地位移譲の確約─つまり、家の繁栄の保証─を得て、ようやく「殿 御もてなしも、この頃となりてはこよなければ（巻一、二二二頁） 」という父子関係であったという一文にその関係性が指摘されよう。また、この一文の少し前に内大臣の放蕩を 窘め 妻を設けるように諭す場面がある。後に太政大臣家の嫡男である左大臣（実は関白 対の上の子）が全面の期待を受け、祖父太政大臣と叔母である女院（もとの女右大将）から熱心に教育を受けていた様 比較すると、後継を設けることのみに期待するのは 内大臣の才能に関白が期待していなかった 証であろう。父子の関係には、女右大将、そして太政大臣家との競争が重くのしかかっており、きずなを築くどころではないのである。　
また、内大臣は関白の長男であるが、前北の方との、おそらく









してのみ発現している。堅実で、右大臣や今北の方という後見を有する頼もしい人物なのである。一方の内大臣は父からの期待も薄く、その上母も舅も妻も子も─彼が知り得る限り ─無い であった。内大臣の嫡男としての地位は限りなく危ういのである。また、関白家自体、兄の家である太政大臣家に圧倒されているのであっ 。この不安定さが内大臣に、家の嫡男としての、あるは彼が背負う関白家そのものの意味や価値を証明するよう迫るのである。しかし家や血といった彼 外部から与えられたもの以外には何も持たない内大臣には、それは不可能であった。自らの証明への追求に追い詰められて、内大臣は家から逸脱 いくことを志向するので が、しかし一方で自らの空虚さに耐えかねて、自身を外側から規定するものにこだわっていく である。この矛盾が、対の上 好色 繋がる だ。　
対の上へ内大臣が強引に密通を果たすのは、女右大将が音楽に
よって二度の奇瑞 起こした後のこと る この二度 奇瑞うち、帝の御前で起きた二度目の奇瑞では、 は自身 担当する笙の笛を、女右大将の演奏 ため 取り上げ しまっていた。公の、家 背負って立つべき場で、内大臣 女右 将 圧倒されてしまったのである。内大臣が家 恋へ逃避 たくなる
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のも当然であった。 「ひとつゆかりにいかでと思ひし本意たがひて、つひにかばかりのまめ人の、よこめせず定まり果てたまへる（巻一、一二六頁） 」対の上、つまり義理の妹であり人妻である、恋をすれば家を繁栄させ存続させるという論理から逸脱してしまう存在の対の上は、まさにその逃避の相手 して適任だったのである。　
しかし、対の上への恋には、もう一つの意味もあった。対の上
は関白家の競争相手である太政大臣家の嫡男の妻であり、関白家が太政大臣 に奪われてしまったものの象徴でもあった。対の上との関係を望むことは、まさに太政大臣家 挑む行為であり、内大臣が逃れようとしていた 関白家の嫡男として求められてい役割を、積極的にこなそう いう行為 繋がることでもあったである。実は、内大臣は対の上を通して、 と血に関ろうとしたのだとも言える。家の期待に応えることのできない内大臣は、家から逃れようと望むのであるが、固有性を何も持たないがゆえ 、家、そしてその家を支える血無くしては自らの存在の意味を証明できないのだ。 うした矛盾 、対の上へ 思慕に現れている。　
内大臣は密通自体には成功するが、しかしそれは不毛な勝利で












ることが、事実においても証明されるのである。女右大将と対の上は、対の上の望まぬ懐妊と、女右大将の帝への思わぬ正体の露見によって、ますますきずなを強固にする。そ 上、対外的には女右大将の、太政大臣家の繁栄を託すべき女児（後 中宮）を得るのである。女性同士 きずなの唯一の欠点であった生殖すらも、子を横取りすることで、克服されてしまうのであ こうして、女右大将と太政大臣家は、関白 との競争に勝利する。嫡子と后がねを関白家から横取りすることで、太政大臣家の安泰は確約されるのだ。一方、内大臣の好色に裏付けられた存在の無意味さは、自らの子の父にもなることが出来ないことで、いよ よ決定的なものとな 。　
しかし、内大臣はその無意味さゆえに、ますます自らの好色な





される。太政大臣家に圧倒され 悲しみを「いかで るくるわざせん（巻二、三五二頁） 」 して探した時に、偶然、左大臣の通いどころに三条の女がいることを知った。疎遠にしていたのは自らであるのにも関わらず、三条の女が内大臣を捨 たと誤解した内大臣は「いとやすからず心やま （巻二、三五六頁） 」く思い、許せないの った。自らの存在を支え はずの好色 分野で、存在を不必要とされることに、内大臣は耐えられないのである。そこで急遽、三条の女の元を訪 たところ、左大臣の は結局娘の四条の上であることが判明し、そ まま正式な結婚へ 事運ぶのであるが、しかし考えてみれば 嫡男のいない状態では娘が有力者と結婚しても、家にとっては無意味なのであった。　
その後、内大臣は四条の上の病床で、中務卿宮北の方と再会す
る。四条の上や、姪である右大臣 君が左大臣の妻とな 中 そ
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の愛人でしかない我が身を嘆いて、北の方が生霊となって左大臣の妻たちに取り憑いたのである。内大臣はこれを、三条の女を大事にすることを恨んだ中務卿宮北の方の「ただわがゆゑの御恨み（巻三、三八二頁） 」に違いないと推測する。また、内大臣は生霊である中務卿宮北の方の末路に、同じく好色な我が身の末路を重ねて「罪重き心地」を覚える。こうした心情は『源氏物語』「柏木」巻で、病床の柏木が生霊に我が身を重ねる心情に影響を受けたものである。内大臣は、女三 宮 生霊が自分 想っ 取り憑いて欲しいと願った柏木 ように、中務卿宮北 方が相変わらず内大臣を想っているに違いないと思いたいの 。しかし、その望みは結局破れること な 中務卿宮北の方の心が永遠には内大臣にないこと、つまり内大臣を唯一意味づけていたはずの好色性は、彼の唯一無二性 保証しないことが突きつ られる である。関白家において内大臣が弟の権 納言にとって代わ かねない存在であった と同じく 好色で築き上げた関係においも、内大臣は実は弟である左大臣にとって代わられてしまう存在なのだ。そして内大臣の存在の意味は家や血にあまり も結びついているために、家の内側にありながら家や血の枠外のものである「きず 」を築き得えず、家や血 頼らない存在 意味を作り得ないのだった。
　
そのために、家の繁栄の外に追いやられたと自覚した時、内大
臣は絶望するしかない。内大臣がそれを自覚したのは、中宮の出産の里下がりの時だった。内大臣は騒ぎの隙に中宮を垣間見、容姿の相似から騒ぎ 中心である中宮が自分の娘であることを知ったのである。また、対 上の姿も垣間見ることに成功する。念願も叶い、当初は「あた もひかりかがやく心地ぞする（巻三、三九二頁） 」という状態であった内大臣は、しかし見つめ続けているうちに、対の上を通して家の存在を突きつけられる。対の上が女右大将の「妻」であることに思い至ったのである。対の上の「夫」であった女右大将は内大臣を圧倒する才能を有した、太政大臣家を繁栄に導いた人物であり、そ そ 女右大将と対の上はお互いを代替のきかない存在とするほどの、強固なきずなを作り上げていたのだ。それは翻って、内大臣が家にとって無益な存在であること、好色で築き上げた関係において 内大臣は代替のきく存在に過ぎなかったことを彼に突きつけるのである。だからこそ、対の上は「いふよしなき光（巻 、三九四） 」が寄り添って、内大臣を圧倒す ように彼には感じられるのであ 。　
対の上は内大臣には到底手の届かない存在だった。だからこそ












らを、家の繁栄に貢献することも、家か逃れることもできない、恋に囚われるばかりの無意味な存在にして まった である。それゆえ 、家の繁栄の隅に追いやられてしまった内大臣は、自らの存在や愛執の無意味さへの、解消し得ない悲 みの他に、家に
対して何一つ残し得ないのであった。
おわりに
　『在明の別』は家の時代の物語である。家や男性による抑圧と蹂躙のもと、苦悩する女性を描く物語である。そして同時に、家制度の中心にいるために、かえって家や血に雁字搦めになり、苦悩する男性を描く物語でもあった。 『在明の別』 関白家の人々の好色は、一見すると女性を追い詰めるものであるが、実は女性以上に家に縛られた男性の苦悩の象徴でもあ た。　内大臣は、嫡長子として自らの意味を証明する必要性に迫られ













2 「 『有明の別れ』の笙の笛─女右大将奇瑞の光と影」 （ 『論究日本文学』通号六九、立命館大学日本文学会、一九九八年一二月）参照。
注















神田龍身「仮想することの快楽 もしくは父子の物語」 （ 『物語 そ解体─『源氏物語』 「宇治十帖」以降─』有精堂 一九九二年）参照。
注
7 「好色人と生活者















































今西英麻氏「 『在明の別』の 権 納言」について─系図上での位置づけと物語注での役割─」 （ 「古代 世国文学」巻十七、広島平安文学研究会、二〇〇一年）参照。とくに権中納言と二位の宰相は度々行動を共にするので、同母兄弟とみて間違いないだろう
注
注8
左大臣の関心を惹きそうな女性の話をし（巻二、二三六─ 三八
頁） 、粟田滞在中に、弟である三位中将と一緒に左大臣を酒でもてなしたりする（巻二、三〇八頁）など。
（あべ
　
けいこ
　
二〇一六年修士課程修了）
